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はじめに

免責事項

この度はサイレントシステムの２．４ Hz 無線モジュールＳＳ－１をご購入頂きありがとうござ

いました。ＳＳ－１はユーザーがそれぞれの用途に応じたプログラムを書き込んで動作させる組

み込みシステム向けの無線モジュールです。使用に当ってはまず本マニュアルをよくお読みにな

り十分に理解した上でご利用ください。

ＳＳ－１は一般電子機器用の半導体部品を使用しておりますので、生命に関わる用途や身体

に害を及ぼす恐れのある用途には使用出来ません。またＳＳ－１は基本的にお客様が使用目的

に適合したソフトウェアを組み込んで使用する機器ですので、使用の前に十分なテストを行い正

しく動作を確認してから使用を開始して下さい。またＳＳ－１の運用の結果については有限会社

サイレントシステムはいかなる責任も負えません。

ＳＳー１に内蔵しているソフトウェア及びマニュアルには欠陥が含まれている可能性がありますの

で、その信頼性や正確性を保証する事は出来ません。またその欠陥を修正する事を保証する事

もできません。

G 帯
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取扱上の注意

電源が入った状態でいかなるコネクタにも着脱をしないで下さい。最悪の場合ラッチアップを起

こして半導体を破損する可能性があります。

ＳＳ－１は静電気により内部の半導体が破損する可能性があります。くれぐれも静電気対策に

配慮してください。

外部から大きなノイズやサージをＳＳ－１に与えると内部の半導体がラッチアップを起こして半

導体を破損する可能性があります。入出力ポートや電源にノイズやサージが混入したり電源の

電圧が急激に変動しないように使用してください。

O ートやＡ／Ｄ変換ポートへは規定された信号レベルを接続して下さい。また信号の極性を

間違えると半導体を破損する可能性があります。

衝撃や振動や衝突などの強い衝撃を与えないでください。ショックでＳＳ－１の内部を破損する

可能性があります。

動作環境は極端な高低温や多湿を避けて規定された環境でご利用ください。また塵埃の多い

環境で使用すると電流がリークして半導体を破損する可能性があります。

その他社会的通念上一般的な電子機器の動作にとって支障のある環境での利用は避けて下

さい。

絶対に S-1 ピンを基板などにハンダ付けしないで下さい。ハンダ付けをすると総務省の技術

適合基準に適合しなくなります。必ずソケットを利用して取り付けてください。

ＳＳ－１の通信方式は EEE802.15.4 規定され

る標準的な規格です。従って容易に第三者にも傍受が可能ですのでご注意下さい。データの秘

匿性が必要な場合には予めユーザーがデータを暗号化して利用してください。

I ポ

S の

I で無線は便利である反面セキュリティが脆弱です。
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注意事項

・本機には電波法に基づく工事設計認証を取得した小電力データ通信システムです。

・ 2.4GHz 帯域（ .4GHz 2.4835GHz を使用する

無線設備であり、移動体識別装置の帯域（ .427GHz 2.47075GHz が回避可能であり、変調方

式として S-SS 式を採用し、与干渉距離は 0m ある事を示しています。

・ .4GHz 周波数帯を利用している無線 AN コードレスフォン、 luetooth 応機器、ワイヤレス

対応 V 器、ワイヤレスコントローラーや電子レンジを使用する環境で使用すると電波干渉によ

りデータ通信が影響を受ける場合があります。

・医療用電気機器をご使用の場合には、各医療用電気機器メーカ－または販売店に電波による

影響をご確認の上ご使用ください。

・ の使用周波数帯（ .4GH ）では、電子レンジ等の産業・科学・医療用機器のほか、工場の

製造ライン等で使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）、特定小電

力無線局（免許を要しない無線局）、およびアマチュア無線局（免許を要する無線局）が運用され

ています。本機を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局、特定小電力無線局および

アマチュア無線局が運用されていないことを確認してください。 万が一本機から移動体識別用の

構内無線局に対して有害な電波干渉が発生した場合には、速やかに使用周波数を変更するか、

または電波の発射を停止して下さい。

・本機から移動体識別用の特定小電力無線局またはアマチュア無線局に対して有害な電波干渉

の事例が発生した場合など、何かお困りのことが起きたときには、次の連絡先へお問い合わせく

ださい。連絡先：有限会社サイレントシステム shop@silentsystem.jp

・本機には認証機関での検査に必要な機能が実装されています。もし誤って消去してしまった場

合にはサイレントのサイトから kyBoot ニターをダウンロードして S-1 プログラムして必要な

機能を回復してください。

・本機を使用するときに無線局の免許は必要ありません。

本機に表示されている以下の記号は、本機が

本機

全 2 ～ ）

2 ～ ）

D 方 1 で

2 の L 、 B 対

A 機

2 ｚ

S モ S に

3



ＳＳ－１の概要

ＳＳ－１は米国 reeScale の半導体 C13213 活用した .4GHz 無線モジュールです。シリア

ル経由でユーザープログラムを書き込めますので無線ネットワークを利用する組み込み機器向

けに最適なモジュールです。ＳＳ－１には以下の特徴があります。

通信方式は EEE802.15.4 準拠しているスペクトラム拡散方式で 250kbps す。

また最大で 00m 度の到達距離があります。 S-1 総務省の技術基準に適合している事を証

明する技適マークを取得していますので日本国内で合法的に利用が可能です。

SkyBoot ユーザーがＳＳ－１を利用してユーザープログラムを作成する際のベースとなるモニ

タープログラムです。シリアル経由でユーザープログラムを転送して S-1 フラッシュメモリーに

プログラムできます。

サイレントのサイトからダウンロードしたＳＳ－１用の ilentC プログラムするとＳＳ－１単体で

ユーザープログラムを開発できます。シリアルポートあるいは無線で接続した端末を利用して会

話型に動作テストをしながら開発とデバッグが進めらます。またＳＳ－１を機器を組み込んだ後で

も内部のプログラムを現場で容易に変更可能です。

フラッシュやファイルシステムを誤って消去してしまったり誤ったファイルを書き込んでしまった場

合にもユーザーがアクセスできないリカバリ領域から工場出荷状態のデータを読み出して初期化

する機能を搭載していますので安心してユーザープログラムを書き込めます。

F 社 M を 2 帯

I に で

1 程 S は

は

S の

S を

・高速で長距離の伝送が可能です

・自社製のオリジナルモニター「Ｓ yBoot を搭載しています

・無線経由で離れた場所にある S-1 プログラムできます。

・Ｃ言語インタープリター「ＳｉｌｅｎｔＣ」を利用可能です。

・工場出荷状態へのリカバリ機能を搭載しています

データ転送速度は

PC 接続した S-1 SSIO-1 あれば他の S-1 無線で接続して対象の S-1 SkyBoot マ

ンドを操作できます。機器に組み込み済みの S-1 無線でアップデートできます。

k 」

S を

に S ＋ が S に S の コ

S を
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まず動作させてみる

まずＳＳ－１を動作させてみましょう。以下のものを準備して下さい。

ＳＳ－１は電源を供給すれば単体でも動作するように設計されていますが、ユーザープログラム

の開発や書き込み、最新ファームウェアへのアップデートなどにはＳＳＩＯ－１を利用することを想

定しています。こうした事情から本書ではＳＳＩＯ－１との組み合わせを前提とした解説を記してお

ります。ＳＳ－１はＳＳＩＯ－１に正しく取り付けて下さい。ＳＳ－１の取り付けが正常でないと通電し

た際にＳＳ－１を破損する可能性があります。

ＳＳ－１は３．３Ｖの電源電圧で動作します。安定した電源を供給するために必ず専用ＡＣアダプ

ターをご利用下さい。その他のＡＣアダプタを利用した場合にはＳＳＩＯ－１及びＳＳ－１本体を破

損する可能性があります。

ＳＳ－１の初期設定をしたりユーザープログラムを作成するためにはパソコンが必要です。パソコ

ンの機能としてはシリアルポートが利用可能であること事が必須です。本書では indowsXP イ

ンストールされているパソコンを前提に解説していますが AC Linux どの S も構いません。

またターミナルソフトも必要になります。サイレントではターミナルソフトとして eraTerm 推奨して

います。

パソコン本体から -SUB9 ンのストレートシリアルケーブルでＳＳＩＯ－１に接続します。ハードフ

ローに対応していますのでフル結線のケーブルをお使い下さい。ＳＳＩＯ－１はモデムと同じ極性

でパソコンに接続されます。

・ＳＳＩＯ－１

・専用ＡＣアダプタ

・パソコン

・シリアルケーブル

W が

M や な O で

T を

D ピ
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シリアルポートで操作する

パソコンとＳＳＩＯ－１をストレートシリアルケーブルで接続します。

WindowsXP 付属しているハイパーターミナルや eraTerm どのターミナルソフトを起動して通

信パラメータを 600bps データ ビット、ストップ ビット、パリティーなし、フロー制御なしに設定し

ます。この設定はＳＳ－１の kyBoot デフォルト設定ですのでターミナルソフト側で設定を保存し

ておくと良いでしょう。また１行送出した後に 0mS ディレイが必要です。

ＳＳＩＯ－１に専用ＡＣアダプタのジャックを挿し込みます。ＳＳＩＯ－１に取り付けられている電源Ｌ

ＥＤが点灯するはずです。もし点灯しない場合にはハード的になんらかの異常の可能性がありま

す。

SS-1 リセットするとユーザープログラムが実行されます。しかし SIO-1 にある W1 押しな

がらリセットして 秒以内に手を放すと kyBoot 起動します。またユーザープログラムが書き込

まれていなかったりオートスタート機能が有効でない場合にはリセットするだけで kyBoot 起動

します。

正常に起動するとターミナルにプロンプトが表示されます。このプロンプトを kyBoot ロンプトと

呼び、どの S-1 操作しているか認識するために製造

工場出荷状態のＳＳ－１には特定のサンプルプログラムが書き込まれています。サイレントから

SSIO-1 テスト用のプログラムをダウンロードしてマニュアルに従って S-1 書き込み実行しま

す。ＳＳＩＯ－１の４つのＬＥＤがフラッシュしながら２つのリレーが動作します。ここまで動作すれば

ＳＳ－１及びＳＳＩＯ－１のセットアップの第一段階は終了です。

・シリアルポートの設定をする

・電源を入れる

・ kyBoot 起動する

・テストプログラムの実行

に T な

9 、 8 1

S の

2 の

は S 上 S を

5 S が

S が

S プ

S を

の S に

ＳＳ－１が正しく取り付けられているか確認してください。またＳＳＩＯ－１には１Ａのヒューズが

取り付けられています。過電流が一度でも流れるとヒューズが切れますのでご注意下さい。

番号の下位 桁と が表示されます。

S を

4 >
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無線で操作する

・もう一台のＳＳ－１を用意する

・接続相手のＩＤを調べます

・相手のＳＳ－１と接続します

ＳＳ－１は無線モジュールですので自らの機能を利用して他のＳＳ－１にも無線で接続できます。

もう一台のＳＳ－１＋ＳＳＩＯ－１を用意してＳＷ１を押しながらリセットして W1 ら手を放して

SkyBoot 起動された状態にしておきます。ターミナルは接続する必要はありません。

すべてのＳＳ－１には固有のＩＤが割り当てられています。固有ＩＤは製造番号としてＳＳ－１に表

示されています。他のＳＳ－１にアクセスする際にはこのＩＤの下位４ケタを指定しますのでシール

を見て下４ケタを調べて下さい。またターミナルを接続して kyBoot 起動すると固有のＩＤが

SkyBoot ロンプトに表示されます。

双方のＳＳ－１に付属のＧＰ－１が取り付けられていることを確認して下さい。 nter 押して

SkyBoot ロンプトが表示される事を確認して

S か

が

S を

プ

E を

プ a 相手先ＩＤと入力して nter 押してください。例え

ば製造番号が 010842 とすると 0842 入力して nter 押します。対象の S-1 接続して

LED1 点灯します。 nter 押すといま接続している S-1 ID 表示されます。

接続すると殆どの kyBoot マンドが利用可能になります。接続を解除する場合には のみを入

力して nter 押せば切断されます。試しに SIO-1 テストプログラムを相手に転送して動作させ

てみて下さい。テストが終わったら コマンドを実行して ure? 対して と答えると接続を切断して

リカバリ処理を行います。

ＳＳ－１を工場出荷状態に戻すことが可能です。方法はＳＳＩＯ－１のＳＷ１を押しながらリセットし

ます。そのままの状態で 秒間ＳＷ１を押したまま保持すると ED1 点灯してリストア処理が開始

されます。ＬＥＤ１が細かく点滅した後に点滅に変わり最終的には消灯します。この処理には約２

７秒かかります。

E を

7 だ a と E を S と

が E を S の が

S コ a

E を S の

r S に y

5 L が

・プログラムを転送します

・出荷状態に戻すには
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SilentC のモジュール間通信で

SilentC 利用して無線モジュールの間の通信を行う場合には以下の組み込みライブラリを利用

します。詳細は S-1 ログラミングマニュアルを参照してください。

id 識別される相手にデータを送信します。戻り値は成功すれば を、相手が見つからなかった場

合には を返します。

無線データが到着しているかどうかチェックします。もし到着していた場合にはその長さを、デー

タが無い場合には を返します。複数の S-1 らデータが届いた場合には到着順にキューイング

されます。

無線データが到着している場合にその送信者のd 得ます。データが無い場合には を返します。

キューにあるデータのポインタを返します。指定したd らのデータが到着していない場合には到

着するまで待ちます。 elease 0 外を指定するとキューから削除します。それ以外の戻り値は

以下の通りです。

-1: ューが一杯でこれ以上受信できない -2: イムアウト発生

もし有効なデータが到着したら早速 elease 1 指定して、受信データバッファのポインタを得て

キューから削除して下さい。この操作をしなければキューが一杯になりその後に到着する無線

データは受信出来ずに捨てられてしまいます。

この関数で得られたバッファは利用が終わったら必ず emoryFree 開放してください。

を

S プ

で 0

1

0 S か

i を 0

i か

r に 以

キ タ

r に を

M で

・ INT8 SendTo(UINT16 id, UINT8 *buf, UINT16 len);

・ INT16 CheckRecv(void);

・ INT16 GetSenderId(void);

・ INT8 *GetReceiveBuffer(INT8 id UINT8 release);

U

U

U

U 、
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ＳＳ－１の構造 ハード( )

ＳＳ－１はユーザーが自由にプログラムを書き込んで無線ネットワークに関する様々な用途に対

応できる .4GHz 無線モジュールです。この機能をフルに活用するためにはある程度ＳＳ－１の

内部の構造を理解しておく必要があります。この章ではＳＳ－１の内部の構造に関して解説しま

す。

ＳＳ－１は米国 reeScale の半導体 C13213 利用したワンチップ構成の無線モジュールです。

MC13213 16MHz クロックで動作する ビットの PU アと 0K イトのフラッシュメモリーと

4K イトの AM 内蔵しています。

2.4GHz ペクトラム拡散の送受信のための回路も同一チップに内蔵していますのでワンチップで

無線通信に利用できるマイクロコントローラーです。また各種設定を記憶したりユーザーのデータ

を格納するためのファイルシステム用に１メガバイトのシリアルフラッシュメモリーも装備していま

す。

MC13213 一部のポートはユーザーが利用できるようにＳＳ－１の外部に取り出せるように設計

してあります。またＳＳ－１やＳＳＩＯ－１の回路図はすべてサイレントのサイトからダウンロードで

きます。

MC13213 関するマニュアルはすべて reeScale サイトから無料でダウンロードできます。ダウ

ンロードの際には簡単なユーザー登録が必要です。また S-1 回路図や使用している部品はす

べてサイレントのサイトで公開されています。ハード的に言えばすべての情報が公開されていま

す。

2 帯

F 社 M を

は の 8 M コ 6 バ

バ R を

ス

の

に F の

S の

・ハード構成
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ＳＳ－１の構造 ソフト( )

ＳＳ－１の内部は以下のブロックによって構成されています。

SkyBoot ニターはリセット後に最初に動作するプログラムです。シリアル接続を利用してメモ

リーをダンプしたりフラッシュメモリーを消去・プログラムする機能を提供しています。また工場出

荷状態に復帰するリカバリ機能や総務省の技術基準で要求されている固有ＩＤ送出機能を提供し

ています。また無線を利用して離れたところにある他のＳＳ－１に接続してリモートで kyBoot 操

作する事もできます。この機能を利用してファームウェアーのリモートアップデートを行います。

SS-1 で動作するユーザーが作成したプログラムを配置するブロックです。無料でダウンロード

できる統合開発環境である odeWarrior Development Studio 利用してユーザーが開発したプロ

グラムを実行できます。

工場出荷状態のＳＳ－１のユーザープログラムエリアにはバージョンによって様々なプログラム

が書き込まれています。 S-232C ーブルを無線でシミュレートする「ワイアレスシリアル」や

「 ilentC と呼ばれる会話型Ｃ言語インタープリターなどです。殆どのユーザーアプリケーションは

SilentC 用いて簡単に開発できます。またより省電力でリアルタイム性を求めるアプリケーション

を動作させたい場合には、このエリアにユーザー独自のプログラムを書き込む事も可能です。

こうしたワイアレスシリアルや ilentC どのサンプルアプリケーションはサイレントのサイトから無

料でダウンロードできますので購入後でもユーザーが S-1 自由に書き込むことが可能です。

ユーザーが作成したりサイレントのサイトからダウンロードしたプログラムファイルをＳＳ－１に転

送するだけでユーザープログラムエリアのフラッシュメモリーを自己プログラムします。リカバリ機

能により工場出荷状態にいつでも復帰させる事ができます。また現在の状態をリカバリ領域に記

憶するというコマンドもありますが、この危険なコマンドの実行にはパスワードが必要です。

・ kyBoot ニター

・ユーザープログラムエリア

S モ

モ

S を

上

C を

R ケ

S 」

を

S な

S に
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メモリーマップ

ＳＳ－１のメモリーマップは以下の通りです。

11

各種レジスタ・ポート

0000

0080

設定保存用

フラッシュメモリー

1080

各種レジスタ・ポート

ユーザープログラム用

フラッシュメモリー

E000

SkyBoot ニターモ

FFFF

1800

ＡＭ 4K)Ｒ (

182C

1A00

ステム用フラッシュメモリーシ



外部端子と予約ポート

ＳＳ－１の外部端子は C13213 主要な外部端子をそのまま取り出してあります。 C13213 端

子に関しては reeScale マニュアル 英語 をご覧下さい。

ＳＳ－１で利用可能なポートは以下の通りです。

・ ortA0 ら ortA7 で。 ortA0 リセット時に 出力になります。

・ ortB0 ら ortB7 で A/D ート兼用

また以下のポートはＳＳＩＯ－１が使用していますがＳＳ－１を単体で使用する場合には利用可能

になります。必ずポートの入出力の方向を再設定してからご利用下さい。

・ ortA0,PortA1,PortA2,PortA3 LED1 ら ED4 割り当てられています。

・ ortA4 リレー に ortD4 リレー に割り当てられています。

・ ortB0 ら ortB2 SS-1 部で 軸加速度センサーが接続されています。しかし３軸加速度セ

ンサーが動作していないときにはユーザーがポートとして利用可能です。

・ ortB4 ら ortB7 SW1 ら W4 割り当てられています。特に W1 リカバリスイッチなので

リセット時には ortB4 HIGH ある必要があります。 OW 落としたままリセットすると永久にリ

カバリを繰り返しますのでご注意下さい。

・シリアル関係では ortC3 CTS 入力ポートに、 ortD2 RTS 出力ポートに、 ortE0 シリ

アル送信データに、 ortE1 シリアル受信データとして割り当てられます。

・上記のポートのうち リセット時にポートの方向が出力にプログラムさ

れますので接続するデバイスの方向に十分注意して下さい。出力ポート同士を接続すると大きな

電流が流れて半導体を破損する可能性があります。

外部ポートに信号を接続する場合には 5mA 上の電流は取り出せませんし 5mA 超えて流し

込めません。 またＳＳ－１の内部の電圧

(VDD) 3.3V す。 V TTL ベルを直接接続できませんので十分注意して下さい。

また印加する電圧は DD り高電圧にならないようにする必要があります。また複数のポートに

連続的に電流を流す場合にはチップの温度上昇に留意して下さい。以上の注意事項を守らない

と最悪の場合ＳＳ－１の内部を破損する可能性があります。

M の M の

F の ( )

P か P ま P は

P か P ま ( ポ )

P は か L に

P は 1 P は 2

P か P は 内 3

P か P は か S に S は

P が で L に

P が の P が の P は

P は

2 以 2 を

は で 5 の レ

V よ

LED1

・ ortC0 ら ortC3 で

・ ortD2 び ortD4 ら ortD7 で。 ortD2 リセット時に TS 力になります。

・ ortE0 び ortE1 PortE0 リセット時に XD 力になります。

・ ortG1

PortA0 PortD2 PortE0

ポート全体の電流の合計の最大値は 0mA す。

P か P ま

P 及 P か P ま P は R 出

P 及 P 。 は T 出

P

と と は

6 で

外部端子に関する注意事項

12



SkyBoot ニターモ

SkyBoot ニターはリセット後に最初に動作する k イトのプログラムです。シリアル接続を利用

してメモリーをダンプしたりフラッシュメモリーを消去・プログラムする機能を提供しています。また

工場出荷状態に復帰するリカバリ機能も提供しています。

SkyBoot ニターの起動方法はまずＳＳＩＯ－１にシリアルターミナルを接続します。シリアルターミ

ナルの設定を 、 ビット、ストップ ビット、パリティなし、 に設定します。こ

の通信設定はワイアレスシリアルや ilentC 時とは違いますのでご注意ください。また コマンド

を利用して S-1 プログラミングする際には 行間ディレイを 0mS 設定してください。

次に W1 押しながらリセットをしてすぐに W1 ら手を放します。 秒以上 W1 押し続けている

と工場出荷状態への復帰操作になってしまいますので注意してください。

SkyBoot ニターが起動すると製造番号の下 ケタと >' いうプロンプトが表示されます。 nter

押すと再度プロンプトが表示される事を確認して下さい。

メモリーをダンプします。たとえば 4000 すると 000 地から 28 イトのメモリーをダンプします。

d みを入力すると連続的にアドレスを進めながらダンプします。

SkyBoot ニター以外のすべての領域のフラッシュメモリーを消去します。ファイルシステムに利

用しているシリアルフラッシュには影響ありません。この操作を行うとユーザーアプリケーションは

すべて消えてしまいますのでご注意ください。万が一この操作を行っても工場出荷に戻すリカバ

リ操作を行えばユーザーアプリケーションは復帰します。確認を求められたら と答えて下さい。

モ 8 バ

モ

8 1

S の S

S に 2 に

S を S か 5 S を

モ 4 ' と E を

d と 4 番 1 バ

の

モ

y

・起動方法

・ kyBoot ニターのコマンド

・ アドレス

・

9600bps

必ず

フロー制御なし、

S モ

d

e
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・ 実行アドレス

・

・ モトローラフォーマット

・

・ｌ ページ番号

g

r

S

k

指定されたアドレスに実行を移します。 e000 すると 000 地から実行します。

ＯＳ－１を工場出荷状態に戻します（リカバリ処理 。確認を求められたら と答えて下さい。２７秒

程度の時間がかかります。

フラッシュにデータを書き込みます。 は大文字ですので注意してください。 odeWarrior 生成さ

れたモトローラ フォーマットをそのまま入力すればチェックサムを確認して フォーマットで指定さ

れたアドレスにデータをプログラムします。この機能を利用して S-1 ユーザープログラムを書き

込みます。サイレントからダウンロードしたユーザープログラムはモトローラ フォーマットの EX

ファイルですので、そのファイルをターミナルでそのまま kyBoot ニターに送る事でフラッシュを

プログラムできます。サイレントから提供されるファイル以外のモトローラＳフォーマットファイルを

読み込ませないようにお願いします。この場合の動作は全く予測がつきません。

1 の コマンドを処理する際の書き込み時間として 5mS 度の時間が必要です。従って コマン

ドをターミナルから送出する際には必ず 0mS 間隔をあけて下さい。また コマンドでプログラム

した後に必ず コマンドでチェックサムを確認して書き込みが成功したことを確認して下さい。もし

チェックサムが相違していた場合には直ちに コマンドでフラッシュを消去してください。

ユーザープログラム領域のチェックサムを計算して表示します。フラッシュを消去した直後の

チェックサムは a00 なります。

l ァイルシステム用のフラッシュからデータを読み込みます。に続けて 56 イト単位のページナ

ンバーを指定します。ページナンバーの範囲は 00 ら ff す。データは 00 地からの 56 イト

に格納されますので コマンドを利用して内容を確認します。

g と e 番

) y

S C で

S S

S に

S H

S モ

行 S 1 程 S

2 の S

k

e

3 と

フ l 2 バ

0 か f で f 番 2 バ

d
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・ 製造番号の下 ケタ

・ 周波数コード

・ 自分の製造番号の下 ケタ

a 4

f

b 4

他の S-1 SkyBoot ニターを操作します。接続したい相手の

相手の S-1 SkyBoot 起動している必要があります。ユーザープログラムが書かれ

ている S-1 場合には W1 押しながらリセットします。相手が見つからない場合には

TimeOut なります。指定した S-1 接続すると ED1 点灯します。切断するには再度 のみを

入力して下さい。接続に利用する周波数はリセット時には 405MHz 設定されます。この周波数

は コマンドで変更が可能です。

SkyBoot 使用する周波数を指定します。周波数コードは以下の通りです。

0-2405 1-2410 2

リカバリ領域に現在のユーザープログラムを記録します。工場出荷時に書き込まれていたリカバ

リ用のデータは上書きされます。危険なコマンドですので熟慮の上でご利用下さい。

S の モ

S も が

S の S を

に S と L が a

2 に

f

が

SS-1 製造番号の下 ケタを指

定します。

-2415 3-2420 4-2425 5-2430 6-2435 7-2440

8-2445 9-2450 a-2455 b-2460 c-2465 d-2470 e-2475 f-2480

簡易的なスペクトラムアナライザ機能を実行します。 405MHz ら 480MHz での電波の強さを

棒グラフで表示します。 iFi 電子レンジなどからの電波の強さを表示します。この機能を利用し

て空いているチャンネルを見つけて下さい。 S-1 電波は連続的に送信されていませんのでこ

のアナライザではかなりレベルが低く表示されます。また luetooth 器は周波数が高速で変化

しますのでこのアナライザでは検出できません。

そのほかにも色々な kyBoot コマンドが隠れて実装されていますが、認証機関が本機を技術

基準に適合しているかどうかを検査する際に使用するものですのでユーザーは操作しないで下

さい。

の 4

2 か 2 ま

W や

S の

B 機

S の

・z
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ユーザープログラムの書き込み

ここでは kyBoot ニターを利用して S-1 プログラムを転送する方法について解説します。

シリアルポートは OM1 想定していますが各自の環境に合わせてポートを変更してください。

まず書き込むプログラムを準備します。 kyBoot 受け付けるのはモトローラ フォーマット形式

のテキストファイルです。サイレントのサイトからダウンロードしたアーカイブを解凍すると拡張子

が 19 ファイルが得られます。また reeScale サイトから無償でダウンロード出来る統合開発

環境 odeWarrior も作成されます。サイレントのサイトからダウンロードしたサンプルプロジェクト

をコンパイルするとプロジェクトディレクトリ内に 19 ァイルが得られます。

ここでは indowsXP 標準で搭載されているハイパーターミナルを用います。ハイパーターミナ

ルを起動すると名前を聞いてきますので S1 どと適当な名前を入力します。次に接続方式を

COM1 設定します。ポートの設定画面になりますので 600bps 8 ット、パリティなし、 ストップ

フロー制御なしに設定します。これで白いターミナル画面になり左上にカーソルが点滅します。

ファイルメニューのプロパティーを選び設定タグをクリックして右下にある「 SCII 定」ボタンを押

します。ディレイ 行 の欄に 0 入力して K 押します。これで 行送信するたびに 0ms つよう

に設定できました。 K 押して白い画面に戻ります。 eraTerm 場合は起動して OM1 選び

Setup ニューの中の erial port 選択すると同様な設定が可能です。

SSIO-1 SW1 押しながらリセットを押します。次に W1 ら手を放します。この操作で S-1 モ

ニターである kyBoot 起動します。ハイパーターミナルの画面に製造番号の下位 桁と が表示

される事を確認して下さい。

・今書き込まれているプログラムを消去する

e 入力して nter 押します。 ure? 聞かれますので を入力します。この操作により S-1

ユーザープログラム領域が消去されます。 を入力して nter 押します。この操作により S-1

ユーザープログラム領域のチェックサムが計算されます。 a00 表示されれば正常です。

S モ S に

C を

S が S

S の F の

C で

S フ

W に

S な

に 9 、 ビ 1

A 設

( ) 2 と O を 1 2 待

O を T の C を

メ S を

の を S か S の

S が 4 >

を E を S と y S の

k E を S の

3 と

・プログラムを準備する

・ターミナルを設定する

・ kyBoot 起動するS を
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・プログラムを転送します

・無線経由でプログラムを書き込む

転送メニューの中のテキストファイルの送信を選択します。ファイル名を指定するダイアログが出

ますので最下部にあるファイルの種類をすべてのファイル *.*) 変更して先ほど準備したファイ

ルを指定して開くボタンを押します。指定のファイルが S-1 送信されます。この操作で S-1

ユーザープログラム領域にプログラムを書き込みました。再度 を入力して nter 押してチェック

サムがマニュアルに記載されている値になっている事を確認して下さい。チェックサムが適合しな

い場合には コマンドでフラッシュを消去してから行間の待ち時間を増やして再度チャレンジしてく

ださい。

無線経由で他の S-1 プログラムを書き込む場合には対象のユニットを W1 押しながらリセッ

トして kyBoot 起動させておきます。ターミナルを接続したユニットも W1 押しながら起動して

SkyBoot ロンプトを表示させます。もちろんどちらの S-1 もアンテナを取り付けて下さい。 を

入力して対象のユニットの製造番号の下 桁を入力して nter 押します。双方の ED1 点灯し

て無線接続が確立されます。無線接続によりターミナルをつながなくても対象のユニットの

SkyBoot 操作できます。 nter 押すと対象のユニットの製造番号の下 桁が表示される事を確

認して下さい。後は全く同じ操作を行うことで離れた場所にある S-1 プログラムを転送できま

す。

( に

S に S の

k E を

e

S に S を

S を S を

プ S に a

4 E を L が

を E を 4

S に

17




